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　1000 年以上のやきものづくりの歴史を持つ瀬

戸市では、これまで 800 か所以上の「窯跡」が

確認されています。窯跡とは、それぞれの時代に

おいてやきものを焼いた、いわゆる「やきもの工

場」跡のことを指し、時代によってその姿は変わっ

ていきます。

　当然、製品を入れて焼く「窯体（ようたい）」も、

その構造は変化していきますが、瀬戸窯で最初に

使われていたのが「窖窯（あながま）」と呼ばれ

る構造の窯体です。これは丘陵斜面をトンネル状

に掘り抜いた地下式、もしくは半地下式の単純な

構造のもので、手前から燃料である薪をくべる「焚

口」、薪を燃やす「燃焼室」、製品を置いて焼く「焼

成室」、煙突にあたる「煙道部」に分かれていま

した。この構造の窯体は市内で約 500 基と、最

も多く確認されており、そのほとんどが標高の高

い丘陵地に構築される傾向があります。

　戦国期を迎える 15 世紀後期には、「大窯（お

おがま）」と呼ばれる窯体が登場します。大窯は

窖窯とは異なり集落周辺の低位丘陵に構築される

ようになります。この窯は地上式の構造であった

ため、天井を高く架けることが可能で、窯の容積

とそれに伴う生産量が飛躍的に増加したと言われ

ています。また、天井を支えるための天井支柱が

新たに設けられるとともに、大きくなった窯内の

熱効率を高くするため分炎柱左右に障壁を垂れ下

げ、燃焼室の床面に小分炎柱と昇炎壁を設けて窯

内の燃焼ガスの圧力を高める工夫がなされまし

た。

　江戸時代になると、「連房式登窯（れんぼうし

きのぼりがま）」が登場します。他の窯に比べて

容積の小さい焼成室（房）が、階段状にいくつも

連なったその窯は長大で、一度の生産量はさらに

増大しました。しかしながら一つ一つの焼成室の

容積は大窯に比べて小さいうえに、下の房からの

廃熱がそのまま上の房でも利用されるため、熱効

率に非常に優れた窯体だったといえます。この窯

も大窯同様、江戸時代の集落周辺の丘陵地に集中

して構築されました。

分炎柱

焚口 燃焼室

焼成室

製品

煙道部

火力調整棒

（ダンパー）

焚口 小分炎柱

昇炎壁

出し入れ口

色見穴

煙道部

支柱

障壁

分炎柱

出し入れ口

天井支柱

色見穴コクド

三の間

ニの間

一の間

捨間

胴木間
（燃焼室） 狭間穴

窖窯

窯体模式図

大窯

連房式登窯
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　今回、調査を行った「桂蔵窯跡」は、江戸時

代後期にやきものづくりを行った連房式登窯

で、　瀬戸市西茨町地内に立地しています。こ

こは江戸時代において瀬戸村の村域にあたり、

さらに村内の中央を流れる瀬戸川の南側、「南

新谷（みなみしんがい）」の一角に位置してい

ます。これまで、同じ南新谷における江戸時代

の窯跡では、桂蔵窯跡から西に約 100mの地点

に存在した「勇右衛門窯跡」で発掘調査が行わ

れ、比較的遺存状況の良好な連房式登窯が確認

されましたが、道路建設に伴う工事によって滅

失してしまっています。このように、瀬戸窯に

おける江戸時代の連房式登窯は、集落周辺の丘

陵地に構築されていたことから、現在までの市

街地化によって、ほとんどが削平されてしまい、　

比較的保存状態が良好な窯跡は、洞地区の「洞

窯跡」・「東洞 A窯跡」、陶祖公園内にある「夕

日 4号窯跡」など、非常に少ないのが現状です。

　現在、瀬戸市では「瀬戸窯跡」として、赤津

の小長曽陶器窯跡（室町・江戸時代稼働、窖窯）

と、同じく赤津の瓶子窯跡（江戸時代稼働、連

房式登窯・大窯）の２つの窯跡が国指定史跡と

なっており、これらに加えてさらに国史跡とし

て追加指定し得る候補を抽出しているところで

す。本窯跡は平成 27 年度に第１次調査が行わ

れており、その際には連房式登窯が良好な状態

で遺存していることが確認されました。そう

いった意味では、残された数少ない連房式登窯

であることや中心市街地にあるという立地性か

ら、本窯跡がその候補となるのは必然と考えら

れます。今回の調査は、前回の結果を踏まえて、

窯体の規模（全長・幅）を明らかにすることを

最大の目的として行い、大きな成果を得ること

ができました。今回の「せと歴」はその成果を

ご覧いただくために開催するものです。
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　平成 27年度調査では４か所の調査区（試掘坑）を設定して窯体の有無確認を行い、続く令和２年

度の調査では６か所の調査区（トレンチ）を設定して確認調査を行いました。その位置関係は下図の

ようになります。ここでは令和２年度の各トレンチの状況について説明します。
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令和２年度　桂蔵窯跡範囲確認調査トレンチ配置図
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1 トレンチ

　平成 27年度の調査では、窯体の西側の側壁は確認されましたが（3試掘坑・4試掘坑）東側の

側壁については不明で、そのためこの窯の最大幅が不明でした。その東側の壁を確認するために

設定したトレンチです。結果的に焼成室と焼成室の間に設置された炎の通り道である「狭間穴（さ

まあな）」と房の床面が検出され、さらに奥壁も一部残存していることが明らかになりました。東

側の側壁の痕跡は見つかりませんでしたが、床面が途切れる辺りがそれにあたる思われます (下図、

「窯体側壁推定ライン」）。
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2 トレンチ

　西側の側壁の位置を再度確認するために設定したトレンチです。結果的に側壁は残っていませ

んでしたが、狭間の痕跡と窯脇の通路と思われる硬化面が検出されました。ここは窯の脇にある

通路であった可能性があり、そう言った意味では側壁の位置は推定できます。
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3 トレンチ

　窯の胴木間、すなわち焚口を特定するために設定した調査区です。結果的に焚口ではなく、連

房式登窯の焼成室が 2段に分かれて検出されましたが、下段（下図左側）の焼成室には窯材を積

み上げて壁が設けてありました。この壁から上の焼成室へは炎が通ることができない構造となっ

ていることから、ある時期に元々あった巨大な連房式登窯を改造して、この部分を窯体の最後部、

すなわちコクド（煙道部）にしたと考えられます。これによって窯の大きさはかなり縮小された

と考えられます（トレンチ配置図参照）。



7

4 トレンチ
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　窯体縮小前のコクドを確認するために設定したトレンチです。細長く設定した調査区の南端で

煙道部の基礎と思われる窯材がみられたことから、ここが窯の最後部であると考えられます。こ

のことは、後で述べる 5トレンチの様相からも支持されると思われます。なお、コクドとなる房

の床面には、完全な形の徳利や秉燭（灯明具）が整然と並べてある状況が検出されています。こ

れらは製品として焼成され、そのまま放置されたものなのか、それとも焼成時以外のタイミング

で何らかの意味をもってこの場所に置かれたものなのかは明らかではありません。
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5 トレンチ

　コクドのさらに上方の状況を確認するために設定した調査区です。地表面近くでは近代以降に

堆積したと考えられる炭層の堆積がみられましたが、その下からは江戸時代の製品がまとまって

出土しました。おそらくこの窯の操業に物原（焼成に失敗した製品を捨てる場所）として利用さ

れていたと考えられます。
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6 トレンチ

　3トレンチで確認できなかった焚口を確認するために設定しました。結果的に狭間穴とそれを

挟んで上下 2段の房が確認され、明確な焚口を確認することはできませんでしたが、本調査区の

北側は比較的広い平坦面となっており（トレンチ配置図参照）、おそらくこの付近に焚口があった

と思われます。
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　さて、ここまで各トレンチの状況をみてきま

したが、ここで平成 27年度調査の成果と合わ

せ、　今回の調査の最大の目的である窯体の規

模についてまとめます。

　その成果は次ページの図面に示しましたが、

まず、胴木間は 6トレンチでみたように、あ

る程度その位置の推測が可能で、コクド（煙道

部）についても 4・5トレンチの状況からほぼ

図に示した位置になることは間違いないでしょ

う。その結果、もし、胴木間からコクドまで、

一連の窯体であったと仮定したならその全長は

約 45mとなります。

　また、最大幅も明らかになりました。今回の

1トレンチと平成 27 年度調査の 4試掘坑で、

東西両方の側壁の位置が確認、もしくは推定さ

れ、その結果最大幅（十二の間）は約 11mと

なります。もちろん、これは全長同様、確認さ

れた側壁が一連の窯体であることが前提となり

ます。

　次に、焼成室の奥行について確認しておきま

す。今回の調査では2トレンチと3トレンチ（七

の間）、及び 4試掘坑と 1トレンチ（十二の間）

の結果から焼成室の奥行の推定が可能で、さら

に 4トレンチで一つの焼成室（十五の間）の奥

行が確認明らかになりました。

　それぞれの数値は、七の間と十二の間が約

2.4m と推定され、十五の間は約 2.9m であっ

たことが明らかになっています。

　では、本窯はいくつの焼成室が連なっていた

のでしょうか。今述べたように、焼成室の奥行

は必ずしも均一ではなく、場所によって差がみ

られる場合がありますし、ある程度まとまりが

みられる場合もあります。よって、現段階で未

調査部分の焼成室の奥行はあくまでも推定とな

りますが、結果としては製品を置かないとされ

る捨間（すてま）を除き、16の焼成室が連なっ

ていたと推定できます。

　これで、今回の調査の目的はある程度達する

ことできたと言えますが、一方でまだ課題が残

されているともいえるでしょう。



10

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

��������

��
���

���

���

���

���

���

���

���

���

���

����

����

����

����

����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

����

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� ����

�����

�����

�����

�����

����

����



11

旧瀬戸村　窯跡分布図

【参考】

その他連房式登窯の各房の計測表
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勇右衛門窯跡　窯体構造図

勇右衛門窯跡全景
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　　　　昨年度、新たに瀬戸市の歴史文化に関するホームページ「瀬戸市の歴史・文化～
            １０００年以上の歴史を誇るせともののまち 陶都瀬戸～」を開設しました。
　　　　これまでに開催した「まちめぐり」の資料や瀬戸の古い町並みなどの写真、さら
　　　に昨年度刊行した瀬戸市歴史文化ガイドブック「千年続く誇りを巡る旅」、瀬戸を
　　　知るテーマ別ガイド「のんびりじっくりせとマップ」、瀬戸の百科事典「瀬戸ペディ
　　　ア」などが閲覧・ダウンロードできます。ぜひご活用下さい。

アドレス：http://seto-guide.jp/

主催：瀬戸市・（公財）瀬戸市文化振興財団

瀬戸市歴史文化ホームページ


